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　チ ャ タ テ ム シ （茶柱蟲）の 中に は障子に とま っ て音を出す もの が あ り （コ チ ャ タ テ な ど），そ の 音

が抹茶をたて る ときの茶筅の音 に似て い る と い うこ とか ら， こ の 名が っ い た． シ ラ ミや ハ ジ ラ ミ類

に近縁の 昆虫で ， 世界に 3，000種以 上 ， 日本に は 1996 年末現在で 20 科，47 属，92 種が 知 られ て

い る が，まだ充分研究 され て な く，続々新 しい 種が追加 され て い る．屋 内害虫 と言え るもの は，今

の所 17 種で ある．屋内害虫 と して の チ ャ タ テ ム シ は，往々大発生 し， 微小な ため気付か れずに ， 注

射薬 の ア ン プ ル や ク リ
ー

ン ・ル
ーム に至 るま で ， 色々 な場所に紛れ込ん で ，所謂混入害虫と して 最

も重要な地位を 占め て い る．

謝 辞

　本稿を草する に あた り，屋内害虫 と して の チ ャ タ テ ム シ の 中で 最 も重要な部分を占め る コ ナ チ ャ

タテ 類に 関して は，多田茂子氏 （1956，1959，1962）及 び堤千里博士 （1962）の研究 に 全面的に頼 っ

た．最近の LIENHARD （1990 ，1998）の タイプ標本の 考証 によ る学名の 変更はあ る もの の，形態分類

の 本質的な部分に 就い て は，両氏 の 研究 は追加訂正 を要す る と こ ろ の 何 もな い 完全 は もの と考え ら

れ る． こ こ に研究 の 内容 と図の 借用を許 された 両氏に対 し深甚の 謝意を表する次第で あ る．又，未

発表の 図の
一

っ の 借用を認 め て頂 い た富田康弘氏 に御礼 申し上 げる．

第 1節　形態解説

　チ ャ タ テ ム シ は不完全変態類の 昆 虫で ， 翅 は若虫の期間に徐 々 に生長 し，成虫 に な っ て 翅は 完全

な もの とな る．然 し，成虫に な っ て も翅の 短い もの，全 くな い もの が少なか らずあ り， こ れ らを長

翅型，短翅型 ， 微翅型 ， 無翅型 の 4 型 に 分 け る，長翅型 は通常 の 完全 な翅を持 っ て い る もの で ，チ ャ

タ テ 亜 目の多 くは此の 型で あ る （図 1−1），短翅型 は翅が 明 らか に短 くな っ て い る と共 に，翅脈 の数

が減 っ て い る もの で あ る （図 lb−1）．微翅型 は翅が著 しく短縮 し， 翅脈が全 く無 くな っ て い る もの

で ，
コ チ ャ タ テ （図 lla −1）が そ の 例 で ある．無翅型 は翅の 痕跡す ら無 い もの で ，

コ ナ チ ャ タ テ類

（図 1−6）が そ の 典型で ある．長翅型 は通 常前後翅共完全で あ り，後翅 は前翅 よ り常 に小さ い ．前翅

が短翅型の 場合，後翅 は短翅型，微翅型 ， 無翅型 と多様で あ る．前翅が微翅型 の 時，後翅 は通常無

翅型で あ る．

　チ ャ タ テ ム シ 目は ， チ ャ タテ 亜目， コ チ ャ タ テ亜 目， コ ナ チ ャ タテ亜 目の 3 亜 目に分かれ る．日
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本産屋内害虫は チ ャ タ テ亜 目に 3 科 5 種 （全て 長翅型），コ チ ャ タ テ亜 目に 2 科 6 種 （長翅型 1種，

短翅型 1 種，微翅型 4 種），
コ ナ チ ャ タ テ 亜 目に 2 科 6 種 （5 種は 無翅型，他の 1 種 トガ リチ ャ タ テ

は無翅型 か ら長翅型 ま で 全 て 持 っ ）あ る．

　チ ャ タ テ 亜目の 長翅型の 種は体 に厚みが あ り， 前胸が甚だ小 さ く， 大 き い 中胸 の蔭 に隠れて Lか

ら は良 く見えず，頭部は下 口式で あ る （図 豆一1；la）．他の 2 亜目の 短翅型〜無翅型 の 種で は前胸は

上か ら良 く見え，体は厚みが減 り，特に 無翅型 の コ ナ チ ャ タテ類で は扁平 とな り，又，前口式 とな

る （図 1−6；6b ），頭部の 前面で強 く膨隆して い る部分はチ ャ タ テ ム シ 目特有の 後頭盾で ，か れ らに独

特 の 風貌を与え て い る．触角鞭節は非常に細長 く，柄節梗節を併せ た 触角の 節数は チ ャ タ テ亜 目で

13，
コ チ ャ タ テ 亜 目で 22〜50 内外，コ ナ チ ャ タ テ亜 目で は通常 15 で あ る，鞭節 に は

一
見環節の よ

うに み え る環状構造が あ る こ とが あ り，
こ れを 二 次環条 とい い

， そ の 有無 は分類学的特徴の
一

っ で

あ る．小腮 の 内葉は特異で ，硬 く棒状で 細長 く，先端は鑿 の よ うに 鋭 く通常浅 く 2〜3 叉 して い る

（図 1−3）．複眼は通常強 く膨隆 して い るが，無翅型 の 種で は小さ くな り， コ ナ チ ャ タ テ類で は小眼

（個眼）数が 非常 に 少な い ．単眼は通常 3 個で ， 短翅型 の 種で は小 さ く，無翅型 の 種で は無 い ．中胸

と後胸は コ ナチ ャ タ テ類で は癒合 し
一

体 とな っ て い る．又，コ ナ チ ャ タ テ類の よ うな扁平 な種で は，

互 い に相隔た る基節 の 間に胸部の 腹板が あるが，中胸と後胸 は腹板も融合 して い る．これ ら胸部腹

板 の刺毛 の 数や位置は分類 に 用 い られ る，

　表皮上 に は微細な網目状，顆粒状の 彫刻 を持 っ こ とが多い．又 t 通常微小な刺毛 も具 え て い る．

此等 は特 に コ ナ チ ャ タ テ類で 分類同定上 ， 非常 に重要で ある．

　翅は前後共膜質で透明の もの が 多 く，光線 の 方向によ り虹様の 強い 反射光を出す．斑紋を持 っ も

の も少な くない ．翅脈は比較 的簡単で t 前翅 の 翅室 rs が翅の 略々 中央か ら先端まで 長 く延びて い る

特徴があ る．又，チ ャ タ テ 亜 目で は，前翅の 翅脈 CuAp と CuA2 が 翅 の 後縁で 半円形又は 多角形の

特異 な後小室を形作 る もの ，又，前縁に縁紋 を持 っ もの が多 い ．翅脈 の 名称 に つ い て は図 2b，及 び

12a −3 を参照 さ れた い．翅脈に は刺毛を具え て い るもの と ， そ うで な い もの とある．後小室や刺毛

の 有無は分類上重要 で あ る．

　肢は細長 い が， コ ナ チ ャ タ テ属 の 後肢腿節は著 しく太 い．チ ャ タ テ 亜 目の 種に は後肢基節に ペ ァ

マ ン 器官と い われ る発音器を持つ もの が 多 い が
，

こ れ に っ い て は田中 （1995 ， 家屋害虫事典）等を

参照 された い．付節 は チ ャ タ テ亜 目で は 2 又 は 3節 ， 日本の 屋 内害虫種 は 2 節， コ チ ャ タ テ亜 目，

コ ナ チ ャ タ テ亜 目で は 3節で あ る．

　♂ ？一の 腹部末端の 交尾器官 は分類上 極め て 重要で あ るが
， 難解で あ る の で 原則 と して取上げな

い． しか し， 重要屋 内害虫で ある ヒ メ チ ャ タ テ とカ シ ヒ メ チ ャ タ テ の 区別 に は， こ の 特徴が必 要で

あ る． そ の 理解の た め に 簡略化 した模式図を図 1−4 及び 1−5 に示 して お い た，それ ぞれ の切片の 形

は種に よ りか な り異 な り，種々 の 突起な どを具え た り して お り， 特に ♀の 生殖突起 は背弁， 腹弁，

側弁 の 3 弁に 分か れ複雑で ある こ とが多 い が， 卜記 2種で は こ の 生殖突起 は単純で ある．

　若虫の 体制 は原則的に成虫と同 じで あ る が ， 翅は小 さ な翅芽と して 令 と共に長 くな る ．又 ， 単眼

を欠 ぎ 複眼の小眼数や触角の 節数が少な く，付節は成虫で 3 節 の 種 で も 2 節で あ る．腹端は ♂ ♀

で 分化 して い な い ．

形態観察の方法

　チ ャ タ テ ム シ は微小な昆虫 で あるの で ，実体顕微鏡で観察で き る の は
， 体各部の 概形 ・斑紋 ， 翅

脈，縁紋 くらい の もの で ，細部の 形態は ス ラ イ ド標本 と して 観な ければ な らな い．翅脈の 刺毛 コ

チ ャ タ テ 類 の 前翅の 網 目の 有無な ども実体顕微鏡で は無理 で あ る．チ ャ タテ亜 目の 種 の ♂ ♀の 交尾
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器や， コ ナ チ ャ タテ 類の 休表の 彫刻 ・刺毛な どを見 る に は，苛性カ リ処理が必要で あ るが ， チ ャ タ

テ ム シ は体が非常に軟弱であ るの で ， 5％位の 濃度か ら試 して み るの が良い ． コ ナ チ ャ タテ類 は胴

部を圧平 しなけれ ばな らな い が，頭部 C4厚み が あ り硬 い の で 別に マ ウ ン トした ほ うが良 い で あ ろ

う，そ の 際 ， 個眼 ・表皮 の彫刻 ・
口器 など調 べ た い所に従 っ て 適当に分解す る必要 もあ る．バ ル サ

ム は刺毛や 彫刻が 見難 くな る傾向が あ る の で ， 永久標本を作 る必要の な い 限 り，他 の 封入剤の 方が

良い．経験を積 む と，見えなか っ た所 も実体顕微鏡 で 見え る よ うに な る こ とも事実で ，労を厭わず

努力す る こ とで ある．

第 II節　生　態

　野外 で チ ャ タ テ ム シ類が最 も多 く棲息して い る所 は，折れ か か っ た 枝に つ い て い る萎れた葉 の 茂

み，積藁，乾草の 置場，樹皮下，地衣類の繁茂 して い る樹幹 ・岩石，森林の 中の落葉層，蜂や鳥 の

巣 などで ，陽が 当た らず風通 しが悪 く， 湿気が多 くて カ ビが生え る場所で ある．高湿 を好む に も拘

らず ， 水との 直接の 接触 は好 ま な い，屋 内と そ の 周辺 で も ， 類似の 条件で カ ビ の 生えやすい と こ ろ

に は チ ャ タ テ ム シ も発生 し易 い．杭や塀 な ど の 屋外の 木造物，屋 内で は汚れ た壁，埃 の 溜 っ た棚，

あ ま り使わ な い 押入れ，使 っ て い な い 部屋 の 畳，ダ ン ボ ール 箱，書籍，枕 の 蕎麦殻，生薬， 措葉標

本，昆虫標本，各種貯蔵食品 （穀粉，穀粒，乾麺，鰹節，煮干 し，乾椎茸，菓子，チ ーズ な ど）が

チ ャ タ テ ム シ類の 恰好の 発生源 とな る．通常 は こ れ らに発生す る カ ビ の 胞子菌糸を食 して い る が，

微粉状の 食品そ の 他植物性有機物，昆虫類 の 卵 ， 仲間 の 脱皮殻や死骸 ， 昆虫標本な ども食 べ る．又 ，

他の 害虫の加害に よ っ て 劣化 した食品に 発生する こ とが多い が，こ の よ うな場合，破砕され た食品，

発生 した カ ビ
， 加害害虫の 死骸や卵な ど全てが チ ャ タ テ ム シ の 食餌 とな る．

　
一
般家庭で は，梅雨時な ど に 押入れな どで チ ャ タ テ ム シ の 大発生を観 る こ と が 少な くな い．…

般

に ア オ カ ビ な ど屋内に普通に 発生す るカ ビ類 に と っ て好適な 空気中 の 関係湿度 は 65〜85 ％ と云わ

れ る．屋 内で の カ ビ の 発生 は 肉眼で は認め に くい こ とが多い が ， チ ャ タテ ム シ の大量発生が あれば，

こ の 様な適度 の 湿度があ っ て カ ビ が発生 して い ると推断で きる．一
般家庭で 大発生す る の は，大抵

は コ ナ チ ャ タ テ類であ るが，工場などで は ，
ヒ メ チ ャ タ テ類が大発生す る こ とがよ くあ る．工場の

業種は食品や製紙 の 場合が多 い よ うで あ る が，そ の 他，印刷， フ ィ ル ム
， 金 属 金 属容器，プ ラ ス

チ ッ ク容器な ど多岐に 渡る．大発生 した チ ャ タテ ム シ の 成虫若虫は，殺虫剤で 容易に 処理 で きるが，

卵 に対 して は効力が落ちるよ うで，一
回の 処理 で は再発生を見 る こ とが よ くある，チ ャ タ テ ム シ は

人体に有害 な虫で はな い の で ，屋 内で の 殺虫剤適用は愚 策で あ っ て ，
カ ビ を発生 さ せ な い よ うな環

境対策を重 用すべ き で あろ う．

　個 々 の種 の 生活史に つ い て は判 っ て い る限 り， 検索表の 下 の 各種の 解説で簡単に 記 したが ，
コ ナ

チ ャ タ テ類で は余白が足 らず述 べ られなか っ た の で ， こ こ で 代表的な屋内種の ヒ ラ タ チ ャ タ テ に就

い て 記す．生活 に好適 な条件 は温度 24〜29℃ ， 湿度 75〜95％で t こ れ は カ ビ類 の繁殖条件に も適

して い る．卵は 1 個ずつ 光 の 当た らな い 所 に産 まれ，♀成虫の分泌す る粘着物質で 固着 され ， さ ら

に そ の上 を手近の 物で 覆う．卵は大型 で ♀成虫の 体長 の 1／3．1♀ の 産卵数は lEr に 1〜 2 個，生涯

に最高 200．卵期間 は 25℃，75 ％RH で 11 日．若虫は 4令 を経過 （他 の コ ナ チ ャ タテ類で は 3〜6

令）．総若虫期間は 25℃，75 ％RH で 15 日，27℃ ， 70〜90％RH で 9〜13 日．触角の 節数は 3 令

で 成虫と同 じ 15 とな る．成虫の 寿命は イース トで飼 っ た場合 6 ヶ 月．一
般に低温に弱 く，0℃下 に

おか れた時 ， 3 時聞で 死ぬ 乾燥に も弱く， 55％RH （25 ℃）又 は 65％RH （35℃）以下で は成長しな

い ．高温 に は比較的強 く，42．5℃ （75〜100％RH ）又 は 40．5℃ （30 ％ RH ）の 下で死 ぬ ま で に 24 時間

を要す る．
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第 III節 屋 内害虫種の 分類 目録

1． チ ャ タテ亜 目 PSOCOMORPHA

　（i） ウ ス イ ロ チ ャ タテ 科 EcTOPSocIDAE

　　　　1．ク リイ ロ チ ャ タテ Ectopsoc〔）1）sis　cryf ）tomeriae（ENDERLEエN ，1907＞

　　　　2．ブ リ ッ グ ス ウ ス イ ロ チ ャ タ テ Ectopsocus　briggsi　MAcLAcHLAN ，1899

　（ii） ヒ メ チ ャ タテ科 LAcHEslLLIDAE

　　3． ヒ メ チ ャ タァ Lachesilla　pedicutαria （LINNAEuS ，1758）

　　4．カ シ ヒ メ チ ャ タテ Lachesitla　quercus （KOLBE，
1880）

（iii） ス カ シ チ ャ タ テ科 HEMIPSOCIDAE

　　5．ス カ シ チ ャ タ テ ffemipsoczes　chloroticus ｛HAGEN ，1858）

II． コ チ ャ タ テ 亜 目 TROGIOMORPHA

　（iv）　セ マ ガ リチ ャ タテ科 PSYLLIPSOCIDAE

　　　　6．イ エ チ ャ タ テ （新称）Dorypteryx　domestica （SMITHERs，1958）

　　　　7．セ マ ガ リチ ャ タ テ Psyllipsocus　sauteri （ENDERLEIN，1906）

　（v ） コ チ ャ タテ科 TROGIIDAE

8．

9，

10．

11．

マ ル コ チ ャ タ ァ Cerobαsis 　guestfalicα （KOLBE ，1880＞

オ オ ツ ヤ コ チ ャ タ テ Lepinotus　inquilinus　HEYDEN ，1850

ツ ヤ コ チ ャ タ テ Lepinotus　reticulatus 　ENDERLEIN ，1905

コ チ ャ タ テ 7「rogium 　putsatorium（L エNNAEus ，1758）

IIL　 コ ナ チ ャ タテ亜 目 TROCTOMORPHA

　（vi） フ トチ ャ タテ 科 PACHYTROCTIDAE

　　　12．トガ リチ ャ タ テ Nanopsocus　oce αnicus 　PEARMAN ，
1928

　　　　　　　　　　　＝・　Tap ・ineltα african α BADoNNEL ，1948

　（vii ）　コ ナ チ ャ タテ科 LIPOSCELIDIDAE

　　　13．ヒ ラ タ チ ャ タ テ LiPoscelis　bostrichophila　BADoNNEL，　1931

　　　14．ウ ス グ ロ チ ャ タ テ Liposcegis　corrodens （HEYMoNs ，1909）

　　　　　　　　　　　；Liposcelis　subfuscus 　BROADHEAD ，1947

　　　15．ホ ン チ ャ タテ Liposcelis 　decoior（PEARMAN ，
1925 ）

　　　　　　　　　　　＝＝ Lipescelis　simulans 　BRoADHEAD ，1950 ，　Race　B

　　　16，カ ツ フ シ チ ャ タ テ Liposcelis　entomophil α （ENDERLEIN ，1907＞

　　　17．ソ ウ メ ン チ ャ タ テ Lii）oscelis 　l）earm αni　LIENHARD ，1990

　　　　　　　　　　　＝ム毎）oscelis 覦（tderi（HAGEN ）sensu 　PEARMAN ，1951

　　　　　　　　　　　；Liposcelis　simulans 　BRoADHEAD ，1950，　Race 　A
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第 IV 節 屋内で見出されるチ ャ タテム シの 検索表

1a，触角は 13 節で，二 次環条はな い．前胸 は非常に小さ く目立たな い．付節は 2節．通常，前後

　　 翅 と も正常に 発達 して い る ；前翅 の 縁紋は明瞭．（図 la）……………・…………・・……・・……・2

1b．触角 は 15 節か，そ れ以上，二 次環条は有 る もの と無い もの とある．前胸は上か ら明瞭に見え

　　 る．付節は 3節．翅 の 退化 した種類が少な くな い が，有る もの で は前翅の縁紋は無い か不明

　　 瞭 （図 1b−1）一 …・…・一 ……＿＿．＿．＿＿ ＿＿＿ ＿．＿＿．＿＿．＿＿．．，＿＿＿＿＿＿．＿＿6

2a， 前翅 に 後小室 は無 く， 翅脈に微小な刺毛があ る．後翅 に は横脈 r−m が ある，翅 の 縁紋 は大体

　　 四角形．（図 2a ）……………・………・……・…・…・………・……・…………・………………………・3

2b．前翅に後小室が ある．後翅の 翅脈 Rs と M は
一部 で 融合 し，横脈 r −m は無 い ．前翅 の 縁紋後

　　 縁先端部は弧状．（図 2b）……………・……・……・……・…………・…・・・・・・・………………・・……・4

3a．体翅共に栗色，翅 は紫色の 光沢が あ る，♂ の 腹部末端背面に大きな輪型 の 硬化部が あ り， そ

　　 の 前端か ら更 に
一

対 の 不対称 の 突起が前方に 出て い る （図 3a−1）．♀の 亜生殖板は先端弧状．

　　 （図 3a−2） …………・・…………・……………L クリイ 囗 チ ャ タテ EctOPSOCOPsis　cryPtomeri αe

3b．体は淡褐色 　♂ の腹部末端背面 に L記の よ うな特殊 な硬化部はな い ； 肛上板後縁に約 30 本

　　 の 棘毛 を列生す る （図 3b−1）．♀の 亜生殖板は後方に伸びる
．一・
対 の 顕著な突起 を持つ （図 3b −

　　 2）． ……………・・………………・一 ・・……2．ブ リ ッ グス ウ ス イ ロ チ ャ タ テ EctOPsocus　briggsi

4a． 後小室 は短い 横脈で 中脈 と繋が っ て い る，前翅の 翅脈 に刺毛が ある．（図 4a ）
……………・一

　　
…・……………・………・一 …・…・一 ………・……・…3，ス カ シチ ャ タ テ llemiPsocus　chloroticus

4b．後小室 と中脈を繋 ぐ横脈 は無 い ．前翅翅脈に刺毛は無 い．（図 4b）……………・・……・…・・…・5

　 1，ク リ イ ロ チ ャ タ テ
ー

♂ ♀共長翅型 で ．前翅長 L4〜1，5　mrn ，分布 ：本州，九州，奄美大島；北半球全域，

ブ ラ ジ ル ．野外性で 種々 の 樹の 茂み に 住み
， 夏 か ら秋 に か け て 普通 に 見 られ る，電灯 な ど に 惹 か れ 屋内に 飛込ん

で くる こ と も多 い ．乾噪きの こ な どの 値物性貯蔵食品 に 発 見 され る こ と もあ る と い う．

　 2 ，ブ リ ッ グ ス ウ ス イ ロ チ ャ タ テ
．♂ 望 共長翅型で ，前翅長 1．8〜2．4　mm ．翅 は 透 明で ，各翅脈 の 末端 に 小

さ な 暗色 斑 点 が あ る，分布 ：殆 ん ど汎世界．枝 に 付 い た ま ま枯死 した葉 の 茂み な ど に 多 く，こ れ に 発生す る カ ビ

を食餌 と して い る．年数回発生，ヨ
ー

ロ
ッ

パ で は，温室 な どで は一
年巾見られ る と い う．鉢植 え な ど と共 に 屋内

に 持 ち込 ま れ る こ とが 多 い ら しい．イ タ リ ア で ，こ の 種が 人 を 噛ん で 皮膚炎 を 起 させ た とい う報告 が あ っ た が，

再検剖を要す る．

　 3．X カ シ チ ャ タ テ
ー ♂ ♀共長翅型 で，前翅長 2，8〜3．Omm ．翅 に 斑紋 は な い，分布 ： 本州，四 国，九州，

奄 美大島 ；台湾，東南 ア ジ ア，ス リ ラ ン カ，中部太平洋の 島 々，中米 北米 （人為分布，自然界で 落葉層に住む ）．

年数回発生，野外性で 樹木 の 茂み，粗朶な どに 棲息す る．屋内に も多 く，日木 で 発音 が観察 さ れ て い るが，科学

的 な 研究 は 不十分 で あ る．

　 4，ヒ メ チ ャ タ テ
ー

♂ ？共長翅型，稀 に ♂ に 短翅型 が で る こ と が あ る，前翅長 ♂ 1．5〜2．Omm ，♀1，7〜2．1

mm 、頭胸部 は 暗褐乃至黒褐色，腹部 は黄褐色で 各背板 に 細 い 暗褐色の 横帯が あ る．翅 は斑紋 な く透 明で ，縁紋

も無色．分布 ： 殆ん ど 汎世界，野外 で も屋内で も普通 で，日本で は工 場 ，倉 庫 な どで 屡 々 大 発生 す る，年数回発

生，卵態で 越冬．屋内の カ ビ の 多い 場所，乾草 ， 乾燥中の 穀物， 広葉樹 ・針葉樹の 茂 み，枝 に 付 い た ままの 死ん

で 萎 れ た 葉，落葉層，ハチ ・鳥の 巣 な ど に 発生棲息 して い る，
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　　　　 　 縁紋

〉〈X＞3f
’

i辷1 

、暁

ブ リッ グス ウスイ ロ チャ タテ ♀ （Badonne1，1943）

　　3a−2

♂ （腹端背面に交尾器が見える）　　 ♀亜生殖 板 （Danks ，1955）
　　 （Sommerman ，1943 ）

　　 　　　　 　　　ク リイ ロ チ ャ タ テ

4a

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M

　 　　　 　　　　 　　　　 横脈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　後 小 室

ス カシ チ ャタテ前翅 （堤，1971 ）

1b−1

b−2

イエ チ ャ タチ♂ （Lienhard，1994，　modified ＞

　
　
　 s　
　

2

寫
　
　
　
　

　　　　　　．．』lR ・ ．．．
’

、・．．R ・＋3

　　　　　　　　　M 　　　
．．・　．　．　FR4＋5

　 　 A

　　　
穿・・Of

』．

さ、吉
』 6・A

”

　
M

　　 　 カ シ ヒ メ チャ タテ♂ 佃 中，高 木 1996）

3b−d 3b−2

／

♂肛 上板 （Badonnel，1943 ）　　　 ♀亜生殖板 （Jentsch，　lg3g ）

　　　　 ブ リ ッ グ ス ウ ス イ ロ チ ャ タ テ

　　 　　　 　　　　 　 後小室

ヒメ チ ャ タ テ ♀前 翅 （Jentsch，1938 ）
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5a，体色 は一般 に よ り暗色，腹背の濃色横帯 は，よ り鮮明 （図 la）．♂交尾器 （図 5a−1，−2）： 第

　　 9− 10 背板に
一
対の 波曲 した細長 い 突起が あ る ；肛上 板は

一
本 の 後下方に彎 曲 した 突起を持

　　 つ ；肛側板に 突起は無い ；把握器に亜端歯無 く，先端 は細 く尖 る．♀の 亜生殖板 の 先端は 単純

　　 な弧状 （図 5a−3）．一………………・……・…………・・…4．ヒメチ ャ タテ Lachesilla　Pedicularia

5b，体色は一般に よ り明 る く，腹背の 濃色横帯は，よ り不明瞭 ♂ 交尾器 （図 5b・1，−2）：第 9− 10

　　 背板及び肛上板 に長い 突起 は無い ；肛側板に は
一対の 長い突起がある ；把握器 は先端部前に

　　 大 きな側歯を具え る．♀ の 亜生殖板の 先端は彎入 す る （図 5b−3）， ……・……・……・…………

　　
一 …・…………・…一 …………・・…・……・………・……5．カ シ ヒ メ チ ャ タ テ Lachesilla　quercus

6a．触角は 22 節以上 ， 多い もの は 50 節内外．下唇枝は 2 節よ り成 る （図 6a）．長翅型か ら無翅

　　 型 ま で全て あ る． ・…・……………・・………………・・……………………・……………・・…………7

6b．触角は通常 15 節，時 に 12，16 又 は 17 節，少な くと も第 7 節か ら二 次環条を持っ ．下唇枝は

　　 1 節よ り成 る．翅型 は い ろ い ろある が ， 無翅型で 上下 に扁平 な種が多 い （図 6b），………12

7a．長翅型又 は短翅型．後肢 の 脛節と付節を合わせ た も の は ， 腹部 と同長か ， よ り長 い （図 1b−

　　 1）．　 ……………・・……………………・…・…・…………・…・…………・…・……・一 ………・………8

7b．無翅型又は微翅型、後肢の 脛節 と付節を合わせ た もの は，腹部 よ り短い （図 10a−1），一 ・・9

8a．通常前翅 は短翅型で 翅脈 は少なく，後翅 は微翅型，稀に長翅型 もある，前翅 の 周囲と翅脈に

　　 長 い刺毛を具え る．腹部背面に褐色の帯状紋があ る （図 lb−1）．触角 は第 8 節か ら 二次環条

　　 があ る．（図 1b−2） 一 一……・……・…………6．イ エ チ ャ タテ （新称）DoryPterコyx　domestica

8b．常 に長翅型で翅脈は完全 ；前翅の 周囲に 長い刺毛は な い．腹部両側に多数 の 小さ い 赤褐色斑

　　点が あ る．（図 8b）． ・………・………・………………7．セ マ ガ リ チ ャ タ テ Psyllipsocus　sauteri

9a．小腮枝の 末端節 は長 く，長 さは幅の 3 倍に 近い．（図 10a−4） …………・…一 一 …………10

9b．小腮枝の 末端節は短 く，長さは幅の 2 倍を超え る こ とはな い ．（図 11a−2，11b −2） ………11

10a．鱗状 の前翅 に は網 目状の 紋様が あ る （ス ラ イ ド標本 と して高倍率で見な けれ ばな らな い ）．腹

　　　部 は頭胸部よ り色が うす い．小腮内葉先端は二 叉す る．（図 10a −1〜4）……一 ・…・…………

　　　
・………・………………………………・・……・……・……8．ツ ヤ コ チ ャ タテ Lepino　tus　reticu 　la　tus

10b．鱗状 の 前翅に網 目状 の 紋様 は無 い ．背面 は一様な褐色．小腮内葉先端は明瞭に二 叉 して い な

　　　い．（図 10b−1〜3）．………一………・……………9、オオ ツ ヤ コ チ ャ タ テ Lepinotus　inquilinzas

　 5．カ シ ヒ メ チ ャ タテ
ー

♂ ♀共長翅型，前翅長 2．0〜2，7mm ，ヨ
ー

ロ ッ
パ で は 短翅型 も出 る こ と が あ る と

い う． ヒ メ チ ャ タ テ よ り も通 常 淡 色 で あ る が，色 彩斑 紋 だ けで 両種 を 区別す る こ と は 難 し く，正 確 な 同定 に は

♂ P一共，尾 端 の 構造 を 見 な け れ ば な らな い．分布 ： 木州 ； 旧北区全域，北米 （輸入），オ ース トラ リア （輸入）．

本来，野外性 で 枯死又 は衰弱 した葉 の 茂み に 多 く，天狗巣病 に か か っ た枝 で 発 見 され た こ と もあ る，屋内環境 に

も適 応 で き る よ うで ，食品，貯蔵食料倉庫 な どで 発見 さ れ，近年世界各地 に広が っ て い る よ うで ある．

　 6．イエ チ ャ タ テ
ー

短翅型 の 前翅長 0．9〜1」 mm ，長翅型 の 前翅長 L8　mm ，後翅長 】．5　mm ．光 の あ た ら

な い 所 に 住 み ，体色が 淡い ．分布 ：本州 ； ジ ン バ ブ エ ，ヨ
ー

ロ ッ
パ ，北 米．現 在 の と こ ろ 全 て 屋 内 で の み 見っ か っ

て い る．凵本 で は 未記録で あ っ た が ，関束地方の 某工場で 枯着 ト ラ ッ プ で 捕集 さ れ た もの を見 た ．
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5a−1　　第 g−10背板の 突起

壁

萋
起

羅
　 あ

♂ の 腹端側面 （Badonnel，1943）

5b−1

肛

側
板
の

突
起

　

把

握

器

5a−2

賑 茎体

♂ の 生 殖 下板 （第 9 腹 板 ）

　　 （Badonnel，1943）

　　　ヒ メ チ ャ タ テ

5b−2

　♂腹端 後面 （Bad。nnel ，1943）

6a　　　　下唇枝第 2 節

枝
1 節

マ ル コ チ ャ タテ の 下 唇

　 　 （Badonnel ，1943 ）

　　　　　　　　　　　　　

10bL1　　　　　　　　　

前翅

♂ 生殖下板 （Gunther ，1974）

カ シ ヒ メ チ ャ タ テ

6b
前胸

コ ナ チ ャ タ テ 科 の
一種 （側 面 ）

　 　 （Mockford，1993）

　　　　　　　　　　 10b −1

5a−3

　♀の 亜生 殖板 （GuntheT ，　lg74 ）

5b−3

8bz
’

丶 、

s
＼

輔
　 　小腮 内葉

　 　 　先 端

ツヤ コ チ ャ タテ ♀ （堤，1962）

♀亜生 殖 板 （Gunther，1974 ）

セマガリチ ャ タテ前後翅

　 　 （富 田 ，未 発 表 ）

＼ 噛
　　＼

10b−2

　 小腮内蘗
　 　 先端
、　　　（Badonnel ，、

丶 　 　　1943）　、
　 　

、 ．

（Enderleln，1905）

オオ ツヤコ チャ タテ ♀（Jentsch，1938）
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11a． 触角は 27〜29 節．鱗状 の 前翅 は明瞭．頭頂か ら額にか け て 暗色の 正 中条紋が ある．（図 11a −

　　　1〜3） 一 ………一 ・…・…・…………ttt………………・…10．コ チ ャ タテ Trogium　Pulsatorium
llb．触角は 通常 23 節，鱗状の 前翅 は非常 に小さ く，中胸後縁角 の 下 に 隠れ て 見難 い こ と もある．

　　　頭頂に
一

対の 暗色条紋 ， 額に錨状の 斑紋が ある．（図 11b−1〜3） ………・・…………・……・・…・

　　　
・………………・・…・………一 …・……・・…一 ・一 ・…11．マ ル コ チ ャ タテ Cerobasis　guestfalica

12a．後肢 は長 く，腹部末端を超え る ；後肢腿節は細い ．触角 は第 7 節か ら二 次環条が あ る．♂ は

　　　無翅型 ， ♀は長翅型か ら微翅型 まで ある．無翅型 の 個体で も複眼は通常通 り多数の 小眼よ り

　　　な る．（図 12a−1〜3）……12．トガ リチ ャ タテ NanOPsocus　oceanicus （＝ Tapinella　african α）

12b．後肢 は短 く，腹部末端に 達 しな い ；後肢腿節 は顕著 に太い （図 12b −1）．触角 は第 3 節か ら二

　　　次環条が ある （図 12b−2），無翅型の み で ，複眼 は 10 個未満の 小眼よ り成る （図 14a−2，14b−

　　　2，15a −2，16a−2）．（コ ナ チ ャ タテ属）…・・・・・……一 ・………・・………・………・・…・一 ・………13

13a． 前胸腹板に は ， 先端裁断状 の 刺毛が前半部に も後半部側縁に もあ る （図 13a −1）．腹部背板第

　　　3〜5 節 は融合 も癒合 もしてな く，節問膜 は完全で あ る （図 13a−2）．前胸側部 に は肩刺毛 の 他

　　　に少 な くと も 4〜5 本の 刺毛を持 っ （図 14a −3，14b−2），……・……・……・…………一 …一一14

13b．前胸腹板に は，先端裁断状 の 刺毛 は 前半部 の み に あ り，後半部 に は無 い （図 13b −1）．腹部背

　　　板第 3〜5 節 は融合又は癒合 して お り，節間膜を欠 く （図 13b−2）．…・・……………・………15

　 7．セ マ ガ リ チ ャ タ テ
ー

♂ ♀共長翅型 ， 前翅長 1．7 皿 m 内外，分布 ： 本州 ；台湾．野外性で あ るが，屋内 で

も見っ か る と い う．

　 8．ッ ヤ ：J チ ャ タ テ 　
．
前 翅 微 翅 型，後 翅 無 翅 型 ，体長 LO 〜L51nm ．体表 に 光 沢 が あ る．分布 ： 汎世界．♂

が 発見 さ れ た 報告が あ る が ，通常♀の み で 単為生殖 を 行う，一・
般家屋内，穀物倉庫 ， 家畜小屋，干草 な どに 普通

に 見 られ，野外で は鳥の 巣に い る．25＋ 0．5℃ ，76 ％RH で 卵期間 7〜8 日，若虫期問 24〜27　FII，乾燥 に 比較 的

強 く 67％ RH で 29 日 間生 存 した 〔堤，1962 ）．障子に と ま っ て 発音す る種の 一
っ で あ る と思 わ れ る．

　 9．オ オ ッ ヤ コ チ ャ タ テ
ー

前翅微翅型，後翅無翅型．体長 1．2〜1．7mrn ．分布 ： 汎世界 　ヨ
ー

ロ ッ
パ で は 普

通 ら し く，野外 で は鳥や ミ ツ バ チ の 巣 な ど で 見 っ か り，屋内で も多 く，発音 す る こ と も観 察 さ れ て い る．

　10，コ チ ャ タ テ
ー

前翅微翅型 ，後翅無翅型．体長 1．5〜2．O　mrn ．体表 に光沢 はな い．小腮内葉 は先端浅 く 3
叉す る．腹部背板第 3〜7 節の 各節基縁に 小さな赤褐色三角形 の 紋列 が あ る，分布 ：汎世界．普 通 種 で，一

般家

屋 製粉 丁 場，穀物倉庫，博物館 図書館 な どで 各種貯蔵食晶，動植物標本，書籍 な ど で 発見 さ れ る．野外で は

ミツ バ チ ・ス ズ メ バ チ ・鳥 の 巣 に 棲息す る．年数回 発生，25⊥ 0，5℃，76％RH で 卵期間 8〜10 日，若虫期間 19
〜24 日，1♀ の 産卵数約 30 個 （堤，1962 ），障子 に と ま っ て 発 音 す る チ ャ タ テ ム シ の 多 くは，こ の 種で あ る と

思 わ れ る，

　lL マ ル ニ・ チ ャ タ テ
ー一

前翅微翅型 ， 後翅無翅型．体長 1，6〜2．Onlm ．分布 ： 汎世界 野外性 で 、樹皮，葉 の

茂 み，落葉層 な どに 棲息，た ま に 屋 内で も見っ か る と い う．単為生殖で 卵胎生 と い わ れ る．

　12．トガ リチ ャ タ テ
ー

体長♂ 0．9〜1．1mm ，♀1．1〜1．6　mrn
， 長翅型 の 9 の 前翅長 LO〜L6　mnl ．体 は厚 み

があ る．単眼 は長翅型 で 3 個，短翅型 で は 小 さ く，微翅型 で は な い，分布 ：本州 ；ア フ リカ及 び ア メ リ カ の 熱帯 ・

亜熱帯地方 ス ペ イ ン ，キ プ ロ ス ，カ ナ リー
諸島 日 本で は 今 の 所，屋内で しか 見 っ か っ て い な い が，外国で は

野 外 の 葉 の 茂 み，折 れ た 枝や倒木に っ い て い る萎れ た葉 な どで 採集 され，屋内の 例は少な い．25．〇＋ 0，5℃，76％

RH の 条件 で，卵期間 7 日，若虫期間♂ 3 令で 12．5〜12．7　U ，♀6 令で 16，6〜18．4 円，1♀の 総産卵数 は約 100

fi古i（堤，　1962 ）．
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11a−1

　　 コ チ ャ タテ ♀

（左前翅は取 除 いてある）

　 （Enderlein，1905）

12a

11a−2

コ チ ャタ テ♀頭部

（Badonnel ，1943 ）

　11a−3

　　月
　 コ チャ タテ
小 腮内 葉 先端

（Gunther，1974 ）

トガ リ チ ャ タ テ ♂

　 （堤，　1962）

2

11b−2

マ ル コ チ ャ タテ♀頭部

　（Badonnel，1943）

前翅

11b−3

中胸

マ ル コ チ ャ タデの

　 痕 跡 的前 翅

　（Badonnet，1943）

12a−3

　　 c 　R
Sc

CuP

11b−1

A

マ ル 〕 チ ャ タ テ ♀

　（Jentsch ，193S ）

Sc ’
Rt

r卩m

R2＋3

CuA1

R4＋5MlM2

胸

コ ナ チ ャ タ テ の
一種

　 （Badonnel，1943）

後肢腿節

トガ リチ ャ タ テ 長 翅 型 ♀

12b−2

（堤，　1962）

ヒ ラ タ チ ャ タ テ

角虫角第 11〜IV節

　〔多田，1956）

13a−2

、

R1

CuA

R2．3

M

R4＋5

トガリチ ャ タ テ長翅 型 ♀の 翅

　 　 　 　 （堤、　1962）

13a−1

ヒ ラ タ チ ャ タ テ

　 前胸腹板

（Gunther．　1974）

13b−1

ヒラタチ ャ タテ

　昌夏音B3−5 夐行

　 （多田，1956）

後

肢
腿

節

ソ ウメ ンチ ャ タテ

　 　 前 胸 腹 板

　 （Gunther，1974）

13レ2
鰐

．

講
　　　　　　尸層

　、．3’．コ．’．14．’冖…．．

　
』
i5

ソ ウ メ ンチ ャ タ テ

　 腹吝B3〜5 直行

　 　 （多田 、196Zl

後

肢
腿
節
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14a．前胸 の 肩刺毛は ， 前胸側部 に あ る他 の刺毛 よ り僅か に 大き い に過 ぎな い （図 14a−3）．腹部末

　　　端 の 融合 した第 8〜10 節背面 にあ る長い 刺毛 （先端が拡が っ て い る） は 1〜2本 の み で ， 他

　　　の 刺毛は全 て 短い が，こ れ らの 短 い 刺毛 も末端が拡が っ て い る （図 14a −4， 5）．頭頂 と腹部背

　　　面 の 微細彫刻は非常に明瞭な顆粒か ら成る （図 14a−6， 7）．頭部の 刺毛の長 さ は，刺毛間隔よ

　　　り短 い ．複眼は 7 （稀に 6 又は 8）個 の 小眼 よ り成 る （図 14a −2）．…・…………一 ・…………

　　　
…………・・……・・…・……………・・…………・・…13．ヒ ラ タチ ャタテ LiPoscelis　bostrichoPhiga

14b．前胸の肩刺毛 は，前胸側部 に ある他の 刺毛の 約 2倍の 長さがあ る （図 14b−2）．腹部末端の 融

　　　合 した第 8〜10節背面 に あ る長 い 刺毛 （先端が拡が っ て い る）は ， 両側に それぞれ 2〜3 本

　　　と末端手前に
一

対あ る （図 14b−4）．他の 多数 の 短 い 刺毛は ， 末端が拡が っ て い な い．頭頂と

　　　腹部背面の 微細彫刻の 顆粒 は不明瞭で あ る （図 14b−5，6）．複眼の 小眼 は♂ 5 （稀に 4）， ♀5

　　　〜8 （通常 7）個 （図 14b −1）．一 …一 ………・…14．ウ ス グ ロ チ ャ タ テ LiPoscetis　corrodens

15a ． 前胸側部に は肩刺毛 の 他 に 4〜5本以上 の 大小の 刺毛 を もつ （図 15a −3）．腹部第 3〜5 節背

　　　板 は癒合 し節問膜 を欠 くが ， 縫合線 は完全で ある （図 15a −1）．腹部背板 の 微細彫刻は明瞭な

　　　顆粒か ら成り， 網目模様 もこれ らの顆粒の 列に よ っ て 形成され る （図 15a−7）．腹部背板第 3，

　　　4 節の 後縁 第 6〜9 節 の 前縁そ れぞれ に 赤褐色 の 横帯が ある （図 15a・1），頭部背面の 微細

　　　彫刻 に は顆粒は無 い （図 15a−6）； そ の 刺毛 の 長 さ は刺毛問隔 と同長 か，よ り長 い ．腹部末端

　　　の 融合 した第 8〜10 節背面の，長 く先端の拡が っ た刺毛 は ， 両側に そ れ ぞれ 2 本，先端前に

　　　ほぼ横
一

列に 4 本あ る （図 15a−5），複眼 の 小眼 は ♂ 5，♀5〜8 個 （図 15a−2）． ……………

　　　
……一 ・・……・…一 ……………・………………15．カ ッ ブ シ チ ャ タテ LiPoseelis 　entomoPhil α

15b．前胸 の側部は，肩刺毛 の 他に は 1〜3 本 の 微小 な刺毛 を持 つ に過 ぎな い （図 16a −3，16b −2）．

　　　腹部第 3〜5 節背板は融合 し， もし縫合線があ っ て も不完全で あ る （図 16a−1
，
16b−1）．……

　 　 　
’’”°”H’…鹽’一’’’’’’”s”一’”一’tt’’”一一’’’’’’”マ’’”一一’”噛’’’’’”騨’’’’’”°’口’’”・・・…

　
一一…

　
i−一一・・t−一一・・・・・・・・…　 t・16

　 13．ヒ ラ タ チ ャ タ テ
ー一

♀体長 1．0〜13mm ．触角第 3 節 の
．
t次環条 は 10〜18本 ；前胸輹板 の 刺毛 は前縁 に

3〜6 本，後側方 に　対 ； 中後胸腹板の 刺毛 は前縁 に 沿 い 6〜11 （通常7〜8）本．分布 ： 汎世界．完全な 単 為生

殖 で ♂ は い な い．屋 内 で 発 見 され る こ とが 多 く，凵本で は コ ナ チ ャ タテ 類の 中で 最 も多 い 種 で あ る，外国の 暖地

で は 野外 の 樹皮， 落葉層，鳥 ・ハ チ の 巣 な どで も見つ か っ て い る．

　14．ウス グ ロ チ ャ タテ
ー

体長 ♂ 0、75〜0．9mm ，♀ 1．O〜1．2　rnm ．触角第 3 節 の 二 次 環 条 は♂ 11〜14，♀13
〜19 ；前 胸 腹板 の 刺毛 は 前方 に 2〜5 本，後側方に

．一
対 ；中後胸腹板の 刺毛 は ♂ 4〜7，♀5〜9 本が 前縁 に ア

ー
チ

型 に 並 ぶ ．分布 ： 恐 ら く汎世界．屋内 の 他， 外国で は野外で も樹皮，落菓層，グア ノ 、鳥 ・
小哺乳類 ・ハ チ の 巣

な ど で 見っ か っ て い る．

　15．カ ッ ブ シ チ ャ タ テ
ー

体長♂ 0．9〜1．Omm ，♀1．3〜L5mm ．触角第 3 節 の 二 次環条 は♂ 1 〜15，♀ 14〜

35；前胸腹板 の 刺毛 は♂ 3〜5，早4〜7 本 ； 中後胸腹板の 刺毛 は前縁 に 沿 い 6〜ll 本．分布 ： 汎 世 界．主 と して

屋内 で 発見 されて い るが，熱帯 ・亜熱帯 で は野外で も見つ か って い る。

　16．ソ ウ メ ン チ ャ タ テ
ー

体長 ♂ O．7〜O．9mm ，判 ，0〜1．2　mrn ．触角第 3 節 の 二 次環条は ♂ 11〜17．♀13〜

22 ；前胸 腹板 の 刺毛 は ♂ 3〜5 （通常 3），♀4〜6 （通 常 4）；中後胸腹板の 刺毛 は前縁 に 沿 い ♂ 5〜7，♀6〜10 本．

分布 ： 日本 ； ヨ
ー

ロ ッ ベ イ ス ラ t［ ル ，北 米．キ と して 屋内性 で あ る が
， 外国 で は 野外の 鳥 の 巣 や樹皮で も見っ

か っ て い る．

　17．ホ ン チ ャ タ テ
ー

体長 ♂ 1，01111n，41．1−−1．4　mm ．触角第 3 節 の 二 次環条 は ♂ 20〜24，♀21〜30 ； 前胸

腹板 の 刺毛 は 3〜5 （通 常 4〕； 中後 胸 腹 板 の 刺毛 は ♂ 6，皇 7〜9 （通常 ア）本．分布 ： 殆ど汎世界．ri本 で は屋内

の 記録 しか な い が，外国で は野外で も見つ か っ て い る．♂ は極 め て 稀 に しか 発見 さ れず，通常単為生 殖 で あ る．

一134 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

　　 成 虫 ♀

14b−1

複眼背面

　 複眼背面

　 （小眼 7 個 ）

　　　 14a −5
（il− ・ ＝　＝ s1E11lt 　1］

　 丶

　　 腹部末端の刺毛

　 　 （Gunther，1974）

　 14b−3

　　 1　 1　　　　　　　　 14b−4
　　 』

‘

　 前胸腹板
（Gunther，且974）

　　　　 ♀腹 部 宋端背面

前胸背板　　　 ウス グロチ ャ タテ （多田， 1959｝

　　　　　 15a−3

聴
＿

°
μ

餌4
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　15a−5　　　前胸 腹 板

背面

14a−2　　　　　　　　　　 14a−3

　　　　　藁 （工）夢
　　　　　　 　　　前胸背板

　　　　　
　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　

　 　 　 　 　 　 　

　　　　砺
一

　　　　　　　　　　　 ♀腹部末端背面

　　　 ヒラ タチ ャ タテ （多田， 1956）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14b−5

成 虫♀

　　　　 ♀腹部末端背面

カ ッ ブシチ ャ タ デ （多田 ，
1959）

　 　 　 　 　 　 　
− 135 一

14a−6
　 　 　 0e ；m1

一

鑢黷靆蕪鸚
゜
．飜 鑼 纛靉攤
鬻靉i羈難韆
　頭頂部の 微細彫刻

14a−7
　

驪
　腹 部 第 5 節 背 板 の

　 　 微細彫刻

14b−6
鎖
’
蒙の 微 緇 彫 刻

15a−6

15a−7

頭 頂 部 の 微縺 彫刻

輹都第 6 節背板 の 微細彫 亥1
　 　 〔BF

’
Oik
’lhead『19S（，）
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16a．複眼 は 4〜6 個 の 小眼 よ り成 る （図 16a −2）．前胸腹板の 刺毛 は，よ り強い （図 16a−4）．腹部

　　 背板の 微細彫刻の 不等辺多角形 の 網目は，微細 な顆粒 に よ っ て 密 に被われ る （図 16a−5）．…

　　　
………………・・…………………・………・…・……・16．ソ ウメ ン チ ャ タ テ LiPoscelis　Pearmani

16b．複眼は 7 個 の 小眼よ り成 る （極め て 稀に片側 の み 6 個 の こ とが あ る）．前胸腹板の 刺毛 は ， よ

　　　り弱 い （図 16b−3）．腹部背板の 微細彫刻の網 目の 中の顆粒は大 き い （図 16b−4）． …………

　　　
…・……………・・一 一 …………・…………・・…・……………17．ホ ン チ ャ タテ Liposcelis　decolor
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